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報告 1 資料 1 

日本 NPO 学会 2019 年度執行部業務報告（その４）2 月 28 日 

 

  日本 NPO 学会会長 岡本 仁宏 

 

 12 月 26 日理事会以後、前期の会費納入請求・会員ページパスワード送付の成果によって会費納入が向上し

てきたが、前年度を下回ることになった。学会誌の送付が行われたことから、会費請求をこの時期に複数回進

めたい。 

 下記のように、各常設委員会、災害等対応委員会等の特設委員会、大会実行委員会、広報部会を通して、本

年度の課題遂行を図ってきた。今後、年度末に向けて、再度課題を確認し、業務執行に努めたい。 

 なお、各委員会からの報告と執行部の業務報告の重なりが理事会時間を費やすことについてのご意見もあ

り、簡潔に務め、詳細は事務局報告及び各委員会からの報告を参照されたい。 

  

１ 2019 年度の業務執行状況と課題について（2020 年１月～２月） 

 

（１）第 15 回対面理事会（12 月 26 日） 日本 NPO センター地下会議室 

第 1 号議案 選挙関係規程（正副会長選出規定）継続審議 

第 2 号議案 大会運営規程のあり方について 継続審議 

第 3 号議案 入会者について 承認 

  その他、各委員会からの報告がなされた。 

 

（２）第 16 回メール理事会（2020 年 2 月 11 日（火）～2 月 15 日（土）） 

第 1 号議案 選挙管理委員会の設置の承認 

第 11 期理事候補者の選出手続きのための選挙管理委員会設置承認 

第 2 号議案 選挙管理委員会委員の承認 

第 11 期理事候補者の選出手続きを進めるための選挙管理委員会委員。下記を承認。 

＜選挙管理委員会委員＞・今田克司理事・柗永佳甫理事・目加田説子理事・太田達男会員・黒田かおり

会員 

 

（３）各業務の進捗状況と課題 

①災害等対応 

災害等対応委員会が 2 月 14 日に開催され、その後も検討を続け、本年度の報告書を提出した。また、大会

でのパネルセッションの企画案が提出された。 

②執行部・事務局業務 

 選挙管理委員会の設置提案、委員委嘱を行った。 

 広報部会の業務を進め、報告を得た。 

③予算執行 

 別途予算案資料を参照。 

④新会員システム 

 新会員システムによる会員情報の更新が進んだ。 
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⑤組織運営 

組織運営委員会において、対面委員会（1 月 20 日）、メール委員会（2 月 23 日（日）～27 日（木））が開

催され、大会運営委員会、学術研究委員会との協力のもと諸規定の検討が行われ、成案を得た。 

⑥スタディ・グループ活動助成事業 

 学術研究委員会・組織運営委員会において、助成要綱の検討が行われ成案を得た。 

⑦大会 

 大会関係規定についての検討が、組織運営委員会を軸にして進められた。 

第２２回年次大会は、李委員長のもとで、準備が進んでいる。 

公開シンポジウム：理論と実践の対話 連帯の進化－NPO の新地平へ（仁平典宏／津富宏／中村果

南子／市川文子／李ヤンヤン） 

⑧学会誌ノンプロフィット・レビュー 

 20 周年記念特集号が発刊された。その他、次年度以後の方針が編集委員会で検討された。 

⑨学会賞 

 学会賞について 9 点の応募があり、選考方針が確認され、選考が進められた。 

   

（２）業務執行に向けた方針 

これらの状況を踏まえ、問題解決について早急に取り組み、年度末へ向けて事業を完遂するとともに、

次年度への課題を明確化し、4 月以後、新理事会・新執行部の発足に向けて適切な継承が行われるように

準備していく。理事会としては、3 月下旬にメール理事会、及び 5 月上旬（9 日か 10 日）に対面理事会を

予定している。 

１、本年度事業計画の確認と執行（各委員会での業務の推進が中心となる） 

２、会費納入の促進 

３、新会員システムの定着（マイページの更新の促進） 

４、理事候補者選挙へ向けての規程整備と執行、選挙管理委員会業務の遂行 

５、その他規定類の整備（本理事会（2 月 28 日）、及び 3 月メール理事会） 

６、本年度事業の総括と事業報告の作成（各委員会での業務の成果のまとめと課題の整理）５月対面理

事会で確定。なお、5 月対面理事会が、第 10 期理事会の最後の理事会となると想定している。 

７、次年度事業方針の作成（各委員会での業務計画とまとめ）（3 月メール理事会） 

８、本理事会での決定に基づき、新しい広報システムを起動させる。 

９、その他 

 が、行われることとなる。次期理事会・執行部に過大な負担を残さないように、確実に今年度分の業

務を執行し、次期に引き継ぐことが求められる。特に、本理事会で年度末までに確実に執行すべきこと

を、各委員会の所管事項において整理して確認していただきたい。 

 なお、継続して、業務の透明性と応答性の確保に努め、会員への説明責任をきちんと果たすようにし

たい。現執行部として、来年度の理事任期の完了に至るまで、現理事各位の以前にもましてのご協力をお

願いするところである。 


